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題名『 春 陽 』　～　山品岩夫さん（大町４丁目）の作品

介護保険料が変わります 基準月額３,５００円→３,６００円に介護

平成２１年度『まちのお金の使いみち』財政

山場を迎える駐屯地削減問題防衛

５月のがん検診日程保健

自治基本条例が４月からスタート自治

新学習指導要領が一部先行実施されています教育



　

平
成　

年
度
よ
り
介
護
従
事

２１

者
の
処
遇
改
善
の
た
め
の
介
護

報
酬
増
額
改
定（
こ
れ
ま
で
の
介

護
報
酬
全
体
の
３
％
増
加
）が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
第
４
期
の
介

護
給
付
費
見
込
み
が
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
介
護

保
険
料
基
準
額
が
上
昇
し
な
い

よ
う
、
そ
の
一
部
が
国
か
ら
介

護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例

交
付
金
と
し
て
、　

万
４
千
円

４８０

交
付
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
交
付
金
の
額
は
３

か
年
の
う
ち
の
半
分
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
上
図
の
よ
う
に
介
護

認
定
者
は
横
ば
い
で
あ
り
な
が

ら
も
、
要
介
護
度
の
高
い
方
が

増
え
る
こ
と
に
伴
い
、
施
設
入

所
を
は
じ
め
在
宅
で
の
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
が
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
介
護
給
付

費
も
増
え
、
そ
の
分
が
介
護
保

険
料
基
準
額
を　

円
増
額
す
る

１００

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

介
護
保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
る

た
め
、
基
金
を
一
部
取
り
崩
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
で
き
る
だ
け
基
準
額

を
上
げ
ず
、
各
所
得
に
応
じ
た

負
担
を
し
て
い
た
だ
く
考
え
か

ら
、
保
険
料
を
弾
力
的
に
現
行

７
段
階
か
ら
８
段
階
に
設
定
し

て
い
ま
す
。

広報かみふらの ２００９.４   �

第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
策
定

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

基
準
額
は
月
額
３
千　

円（
年
額
４
万
３
千　

円
）で

６００

２００

こ
れ
ま
で
よ
り
月
額
で　

円
増
額
と
な
り
ま
す

１００

^平成２１～２３年度
　

平
成　

年
４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
施

１２

行
さ
れ
、
９
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
に
は
、
介
護
保
険
制
度
が
大

１８

き
く
変
わ
り
、
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ

う
、
ま
た
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
重
度
化

し
な
い
よ
う
『
介
護
予
防
』
を
重
視
し
た
見

直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
当
町
に
お
い
て

は
、
す
で
に
平
成　

年
度
か
ら
転
倒
予
防
や

１４

閉
じ
こ
も
り
防
止
な
ど
の
『
介
護
予
防
』
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
、
要

介
護
認
定
者
は
横
ば
い
の
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
下
図
）

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
健
康
寿

命
を
延
ば
し
「
元
気
で
自
立
し
た
高
齢
者
」

で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
の

意
識
も
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
要
介
護
認
定
者
の
高
齢
化
に
よ

る
重
度
化
な
ど
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
量

が
年
々
増
え
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
３
年
ご
と
に
見

直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回

平
成　

〜　

年
度
ま
で
の
３
か
年
を
事
業
期

２１

２３

間
と
す
る
「
第
４
期
上
富
良
野
町
介
護
保
険

事
業
計
画
・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、

サ
ー
ビ
ス
量
、
介
護
予
防
事
業
の
充
実
な
ど

に
つ
い
て
、
介
護
保
険
事
業
運
営
協
議
会
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
で
き
る
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
立
し
た
生

活
が
送
れ
る
こ
と
を
目
標
に
策
定
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
の
計
画
で
は
、
今
後
３
年
間
の

介
護
保
険
料
を
算
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
第
４
期（
平
成　

〜　

年
度
）の
第
１
号

２１

２３

被
保
険
者（　

歳
以
上
の
方
）の
介
護
保
険
料

６５

の
基
準
額
は
、
月
額
３
千　

円（
第
３
期
よ

６００

り　

円
増
）に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

１００ 第
４
期
計
画
の
策
定

町
の
現
状

単位 人　　

３６ ３３ ３５ ４５ ８５ ４４

４８ ３２ ３９ ６０ ９０ ６１

４３ ４３ ３３ ７０ １２５ ７１

５２ ３９ ３７ ７３ １３１ ６２

６１ ５６   ４２ ４５ １５０ ５４

８１ ４５ ３８ ５０ １５０ ４３

７４ ５０ ４５ ５２ １２８ ２９ ２８

７２ ４８ ５４ ５８ １０５ ４０ ３８

７８ ５２ ６６ ５４ ８８ ４５ ２８

平成１２年

平成１３年

平成１４年

平成１５年

平成１６年

平成１７年

平成１８年

平成１９年

平成２０年

２７８（２,３５１）

５０ １００ １５０ ２００ ２５０ ３００ ３５０ ４０００

�要介護認定者の推移�　各年６月末

３３０（２,４５０）

３８５（２,５４８）

３９４（２,６３４）

４０８（２,６７７）

４０７（２,７３５）

４０６（２,８０１）

４１５（２,８６８）

４１１（２,９２８）

（　）は６５歳以上

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護１

要支援２

要支援１

保
険
料
の
増
額

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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改正後【第４期 平成２１年～２３年度】
［７段階（実質８段階）］

現行【第３期 平成１８年～２０年度】
［７段階］

国の基準
［６段階］

Ｈ２１
人数

月　額
保険料

所得段階
(保険料率)

月　額
保険料所得の状況所得段階

(保険料率)
所得段階
(保険料率)

４５人１,８００円第１段階
（基準額×０.５）�１,７５０円

生活保護受給者
町民税非課税世帯で老齢福
祉年金受給者

第１段階
（基準額×０.５）�

第１段階
（基準額×０.５）

６２１人２,１６０円第２段階
（基準額×０.６）�２,１００円

町民税非課税世帯で、本人
の課税所得金額と年金収入
額の合計が８０万円以下

第２段階
（基準額×０.６）�

第２段階
（基準額×０.５）

５２１人２,７００円第３段階
（基準額×０.７５）�２,６２５円

町民税非課税世帯で、本人
の課税所得金額と年金収入
額の合計が８０万円超

第３段階
（基準額
×０.７５）

�
第３段階
（基準額
×０.７５）

６６２人３,１６６円
第４の１段階（基準額×０.８８）
町民税課税世帯で、本人は町民税
非課税、本人の課税所得金額と年
金収入額の合計が８０万円以下

３,５００円町民税課税世帯で、本人は
町民税非課税

第４段階
（基準額）�

第４段階
（基準額）

２９０人３,６００円
第４の２段階（基準額）

町民税課税世帯で、本人は町民税
非課税、本人の課税所得金額と年
金収入額の合計が８０万円超

６２３人４,５００円第５段階
（基準額×１.２５）�４,３７５円本人が町民税課税で、合計

所得金額が２００万円未満

第５段階
（基準額
×１.２５）

�
第５段階
（基準額
×１.２５）

１２０人５,０４０円第６段階（基準額×１.４）�４,９００円
本人が町民税課税で、合計
所得金額が２００万円以上３００
万円未満

第６段階
（基準額×１.４）

第６段階
（基準額×１.５）

６４人５,４００円第７段階（基準額×１.５）�５,２５０円本人が町民税課税で、合計
所得金額が３００万円以上

第７段階
（基準額×１.５）

　

介
護
保
険
料
の
所
得
段
階
基
準
は
、
国
は

６
段
階
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
の
介

護
保
険
料
の
基
準
額
と
な
る
第
４
段
階
に
つ

い
て
は
、
保
険
料
率
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
町
で
は
「
第
４

の
１
段
階
」
と
「
第
４
の
２
段
階
」
に
細
分

化
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
所
得
者
層
の
保
険
料
に
つ
い
て

も
、
第
３
期
計
画
時
に
引
き
続
き
細
分
化

し
、
こ
れ
に
よ
り
、
第
３
期
計
画
で
の
７
段

階
設
定
か
ら
、
第
４
期
計
画
で
は
特
例
的
に

８
段
階
設
定
と
し
ま
す
。（
下
表
）

介
護
保
険
料
の
弾
力
化

��

細分化

　�介護保険料月額（所得階層区分別） �

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
７

介
護
保
険
料
の
算
定

　

第
４
期
の
３
年
間
の
給
付
費
見
込
み
、
被

保
険
者
数
の
見
込
み
な
ど
を
推
計
し
、
保
険

料
の
基
準
額
を
算
出
し
た
と
こ
ろ
、
第
４
期

に
見
込
ま
れ
る
介
護
給
付
費
等（
介
護
費
用

の
総
額
）は
、
第
３
期
に
比
べ
２
億
１
千　
６００

万
円
増
加
し
、　

億
２
千　

万
４
千
円
と
な

２１

３６１

る
見
込
み
で
す
。

　

こ
こ
か
ら
、
国
・
道
・
町
の
負
担
金
と
第

２
号
被
保
険
者（　

歳
〜　

歳
の
方
）の
負
担

４０

６４

分
を
除
い
た
額
３
億
５
千　

万
７
千
円
が
第

３３２

１
号
被
保
険
者
の
負
担
す
る
保
険
料
と
な

り
、
介
護
保
険
料
の
基
準
月
額
を
算
定
す
る

と
、
３
千　

円
と
な
り
ま
す
。（
上
図
）

６００

３年間の給付費等
２１億２,３６１万４千円

内訳
　介護保険給付費
　　　　　    ２０億６,５６１万４千円
　地域支援事業費   　 ５,７４０万円
　特別給付費                    ６０万円

公費負担合計額
　１７億７,０２８万７千円

内訳
　国・道・町負担　  １０億７,０６７万９千円
　地域支援事業費の国・道・町負担
　　　　　　　　　　            ４,５９２万円
　第２号被保険者（４０～６４歳）負担分
    　　    　　           ６億１,９６８万４千円
　臨時特例交付金　           ４８０万４千円
　介護保険事業基金（貯金）取崩額
　　　　　　　　　               ２,９２０万円

第１号被保険者（６５
歳以上）が負担する
保険料額　　 　　 

３億５,３３２万７千
円

保険料の算定

― ＝

第１号被保険者の３
年分の保険料額　　
３億５,３３２万７千円

予定保険料
収納率
９９％

被保険者数
３年間推計
８,２６２人

１２か月
保険料
基準月額
３,６００円

÷ ÷ ÷ ＝

※人数は、平成２０年７月の介護保険料賦課情報をもと
　に平成２１年度の所得段階別に置き換えた推計値です。

��

細分化

介護保険給付費の負担割合

第１号
被保険者
２０％

第２号第２号
被保険者被保険者
３０％３０％町町

１２.５％１２.５％

道道
１２.５％１２.５％

国国
２５％２５％

財源の半分が公費（国・道・町）
※施設給付は国２０％、道１７.５％



平
成

年
度

町
政
執
行
方
針

２１
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育
の
分
野
に
お
い
て
も
、
時
代

を
切
り
拓
く
た
く
ま
し
い
人

材
の
育
成
が
強
く
求
め
ら
れ
、
教
育

基
本
法
の
改
正
や
そ
れ
を
受
け
て
の

学
校
教
育
法
の
改
正
、
学
習
指
導
要

領
の
改
訂
な
ど
が
行
わ
れ
、
変
革
の

時
を
迎
え
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に「
確
か
な
学
力
」

「
豊
か
な
心
」「
健
や
か
な
体
」
を
三

位
一
体
と
す
る
「
生
き
る
力
」
の
育

成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
生
涯
学
習
の
視
点
か
ら

も
、
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応

す
る
力
や
社
会
で
活
き
る
実
践
的
な

力
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
受
け
、
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
町
の
第
５
次
総
合
計
画
に

併
せ
て
策
定
し
た
教
育
行
政
の
指
針

と
な
る
「
教
育
振
興
基
本
計
画
」
を

基
と
し
て
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
、

そ
し
て
行
政
が
共
に
連
携
し
、
実
践

及
び
検
証
・
改
善
に
向
か
う
体
制
を

よ
り
強
化
し
、
次
代
を
担
う
『
人
づ

く
り
』
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

様
々
な
教
育
改
革
が
進
め
ら
れ
て

い
る
中
、
教
育
改
革
の
方
向
や
社
会

動
向
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
新
し

い
時
代
の
要
請
と
町
民
の
皆
さ
ん
の

期
待
に
応
え
る
た
め
、
そ
の
使
命
と

役
割
を
認
識
し
、
学
校
教
育
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
の
振
興
と
充
実
の

た
め
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
い
た
だ
き
、
な
お
一
層
最
善

の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

が
国
経
済
は
、
世
界
的
な
経
済

同
時
不
況
が
空
前
の
規
模
と
ス

ピ
ー
ド
で
進
行
し
て
い
る
中
に
あ
っ

て
、
金
融
・
生
産
・
個
人
消
費
・
雇

用
な
ど
、
す
べ
て
の
面
で
日
増
し
に

悪
化
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
政
府
予
算
案
で
は
「
こ

の
経
済
危
機
に
機
敏
に
対
応
し
国
民

生
活
を
守
る
」
こ
と
が
政
治
の
責
任

と
の
方
針
の
下
、
積
極
的
な
財
政
出

動
を
講
ず
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
財
源
は
、
国
税
収

入
の
大
幅
な
減
が
予
測
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
多
く
を
新
規
の
国
債
に
委

ね
、
さ
ら
に
財
政
投
融
資
特
別
会
計

か
ら
の
繰
入
れ
な
ど
に
よ
っ
て
、
財

源
の
確
保
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

国
、
地
方
を
合
わ
せ
た
財
政
の
健
全

化
に
向
け
て
は
、
さ
ら
に
大
き
な
課

題
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

ま
す
。

　

地
方
財
政
対
策
で
は
、
生
活
防
衛

の
た
め
の
緊
急
対
策
に
基
づ
く
地
方

交
付
税
の
増
額
が
示
さ
れ
、
臨
時
財

政
対
策
債
を
含
め
た
実
質
的
な
地
方

交
付
税
は
大
幅
な
増
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
異
例
の
経
済
状
況
下

に
お
け
る
緊
急
的
、
臨
時
的
な
措
置

で
あ
り
、
地
方
財
政
の
厳
し
い
状
況

に
変
化
は
な
く
、
今
後
、
地
方
税
収

の
減
収
が
大
き
く
影
響
し
て
く
る
こ

と
が
推
測
さ
れ
、
さ
ら
に
厳
し
さ
が

増
す
も
の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
厳
し
い
経
済
状

況
の
影
響
を
受
け
、
町
税
収
入
の
減

収
が
見
込
ま
れ
る
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
国
の
平
成　

年
度
補
正
予
算
や

２０

本
年
度
の
地
方
交
付
税
の
増
額
確
保

な
ど
、
積
極
的
な
財
政
出
動
を
財
源

と
し
て
、
地
域
経
済
や
雇
用
対
策
に

つ
な
が
る
よ
う
な
建
設
事
業
な
ど
を

前
倒
し
で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
当
町
の
財
政
は
、
こ
れ

ま
で
の
行
財
政
改
革
の
成
果
か
ら
、

よ
う
や
く
収
支
均
衡
の
と
れ
た
財
政

構
造
の
形
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
将
来
に 
禍
根 
を
残
さ
な
い
よ

か
こ
ん

う
、
引
き
続
き
健
全
な
財
政
運
営
を

旨
と
し
、
町
政
を
取
り
進
め
る
こ
と

が
重
要
と
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
「
第
５
次
総
合

計
画
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
る
と

と
も
に
「
自
治
基
本
条
例
」
も
施
行

さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
当
町
が
今
後

と
も
自
主
自
立
を
果
た
し
て
い
く
た

め
に
選
択
し
た「
富
良
野
広
域
連
合
」

も
４
月
か
ら
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。

「
協
働
」
を
皆
さ
ん
と
の
共
有
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
活
気
あ
る
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
「
町
民
ひ

と
り
一
人
に
光
の
当
た
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
施
策
の
基
本
に
お
き
、
私
が

皆
さ
ん
に
申
し
上
げ
て
き
た
「
自
主

自
立
」「
自
衛
隊
と
の
共
存
共
栄
」「
福

祉
・
医
療
の
充
実
」「
子
育
て
・
教
育

の
充
実
」「
希
望
と
活
力
あ
る
産
業
づ

く
り
」
の
５
つ
の
約
束
が
果
た
せ
る

よ
う
、
全
力
を
傾
け
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

改
め
て
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成　

年
度　

町
政
執
行
方
針

２１

教
育
行
政
執
行
方
針

向山富夫町長

北川雅一教育長

わ

教



対 比対　比比 較比　較平成２０年度平成２０年度平成２１年度平成２１年度会会　計計 名　名

△ ７.６％△５億４,１００万円７１億５,２００万円６６億１,１００万円一　般　会　計

△ ３.２％△ ４,５０７万円１３億９,３５５万円１３億４,８４８万円国民健康保険
　
　
　

特
別
会
計

【
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
収
入
で
行
う
事
業
の
会
計
】

△ ８９.３％△ １億  １２１万円１億１,３３２万円１,２１１万円老人保健

△ ４.４％△ ４１９万円９,５０３万円９,０８４万円後期高齢者医療

２２.０％１億４,１１７万円６億４,２８５万円７億８,４０２万円公共下水道事業

△ ４８.３％△ ４,９２２万円１億  １８６万円５,２６４万円簡易水道事業

１２.４％８,３０１万円６億６,９２６万円７億５,２２７万円介護保険

２.４％６７０万円２億７,８８０万円２億８,５５０万円ラベンダーハイツ事業

０.９％３,１１８万円３２億９,４６７万円３３億２,５８５万円特別会計合計

４.７％３,９８４万円８億５,５７４万円８億９,５５８万円病院事業
企
業
会
計

【
独
立
採
算
制
を
原
則

と
す
る
事
業
の
会
計
】

△ ９.６％△ ４,５１６万円４億６,８２７万円４億２,３１１万円水道事業

△ ０.４％△ ５３２万円１３億２,４０１万円１３億１,８６９万円企業会計合計

△ ４.４％△ ５億１,５１４万円１１７億７,０６８万円１１２億５,５５４万円総　合　計

� 各会計別予算 � 千円単位を四捨五入しています

�  広報かみふらの ２００９.４

１１２億５,５５４万円
一般会計＋特別会計＋企業会計

平成２１年度
まちの予算

私たちのまちづくり・暮らしづくりに必要な『ま
ちのお金の使いみち』が３月定例町議会で審議さ
れ、決定しました。
本年度は、第５次上富良野町総合計画のスタート
の年、そして自治基本条例施行の年です。
新たなまちづくりに向けて、町民の皆さんとの
『協働』の視点にたち、予算編成に取り組みまし
た。その結果、町全体の予算は１１２億５,５５４万円と
なり、前年度と比べると△４.４％（５億１,５１４万円）と
なっています。



�
地
域
福
祉
の
推
進

�
町
営
バ
ス
の
運
行

�
町
民
主
体
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

　
�
住
民
自
治
活
動
推
進
交
付
金
・
自
治
活

　
　

動
奨
励
事
業
補
助
金
に
よ
る
活
動
奨
励

　
�
自
主
防
災
組
織
の
再
編
成
支
援
、
防
災

　
　

訓
練
・
防
災
講
演
会
の
実
施

�
地
域
間
交
流
・
国
際
交
流
の
推
進

　
�
三
重
県
津
市
青
少
年
派
遣
事
業
補
助

そ
れ
ぞ
れ
が
足
り
な
い
も
の
を
補
い

合
い
、
支
え
合
い
、
良
い
と
こ
ろ
を

伸
ば
し
合
い
な
が
ら
、
よ
り
豊
か
な

生
活
を
送
る
た
め
に
、
人
と
人
、
人

と
地
域
、
地
域
と
地
域
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
つ
な
が
り
が
発
揮
さ

れ
る
暮
ら
し
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す

広報かみふらの ２００９.４   �

�
在
宅
福
祉
の
推
進

�
介
護
保
険
事
業
の
推
進

�
第
２
期
障
害
福
祉
計
画
の
策
定

�
国
民
健
康
保
険
事
業
・
後
期
高
齢
者
医
療

　

制
度
の
安
定
的
な
運
営

�
町
立
病
院
の
経
営
改
革

�
救
急
医
療
体
制
の
推
進

�
母
子
保
健
事
業
の
推
進

　
�
妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
の
拡
充

　
�
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業

�
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
支
援
活

　

動
の
充
実

�
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の

生
活
の
不
安
を
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し

な
が
ら
、
穏
や
か
で
安
心
に
包
ま
れ

た
生
涯
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
暮
ら

し
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す

　

開
始

�
一
時
保
育
・
特
定
保
育
事
業
の
充
実

�
農
業
経
営
安
定
対
策
の
推
進

　
�
水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策

　
�
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

　
�
生
産
振
興
事
業

�
農
地
流
動
化
の
推
進

�
農
業
生
産
基
盤
等
の
整
備

　
�
島
津
地
区
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

　
�
興
農
地
区
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

　
�
草
分
地
区
道
営
農
地
防
災
機
能
増
進
事

　
　

業

　
�
演
習
場
周
辺
農
業
用
施
設
設
置
助
成
事

　
　

業
に
よ
る
農
業
機
械
導
入

　
�
農
道
整
備
補
助

�
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事
業
の
推
進

�
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
事
業
の
推
進

�
森
林
の
育
成
整
備

　
�
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業

　
�
　

世
紀
北
の
森
づ
く
り
推
進
事
業

２１

　
�
除
間
伐
事
業

�
企
業
振
興
事
業
の
推
進

�
商
業
振
興
事
業
の
推
進

　
�
経
営
改
善
普
及
事
業

　
�
空
き
店
舗
活
用
振
興
事
業

�
中
小
企
業
へ
の
事
業
資
金
融
資

�
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
実
施

�
道
路
・
橋
梁
の
整
備
と
適
正
な
維
持
管
理

　
�
人
道
跨
線
橋
改
修

　
�
北　

号
道
路
改
良
舗
装
な
ど

１９

�
除
排
雪
の
実
施
に
よ
る
交
通
安
全
対
策

�
生
活
水
の
安
定
供
給

�
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
・
設
備
の

　

長
寿
命
化
計
画
の
策
定

�
合
併
浄
化
槽
設
置
へ
の
助
成

�
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
の
策
定

�
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
安
定
稼
動
と
適
正

　

な
維
持
管
理

�
防
災
体
制
の
充
実

　
�
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

�
耐
震
改
修
の
推
進
・
助
成

�
地
域
安
全
の
推
進

　
�
啓
発
活
動
に
よ
る
自
己
防
衛
意
識
の
向

　
　

上

�
消
費
生
活
の
安
全
の
推
進

　
�
消
費
者
相
談
・
法
律
相
談
の
推
進

人
や
地
域
と
つ
な
が
り
の

あ
る
暮
ら
し

１

穏
や
か
に
安
心
し
て

過
ご
せ
る
暮
ら
し

２

平
成
平
成　

年
度
年
度

２１２１

ま
ち
の
主
な
事
業

ま
ち
の
主
な
事
業



�
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
づ

く
り
の
推
進

　
�
学
校
評
価
等
の
し
く
み
づ
く
り

　
�
新
学
習
指
導
要
領
移
行
へ
の
円
滑
対
応

　
�
心
の
教
室
相
談
員
・
学
校
教
育
ア
ド
バ

　
　

イ
ザ
ー
の
設
置

　
�
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　
�
老
朽
校
舎
の
耐
震
診
断

　
�
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
計
画
的
整

　
　

備

　
�
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
事
業
の
推
進

�
上
富
良
野
高
等
学
校
の
存
続
に
向
け
た
振

　

興
策
の
強
化

�  広報かみふらの ２００９.４

さ
ま
ざ
ま
な
町
民
活
動
が
活
発
に

行
わ
れ
、
そ
れ
が
生
活
の
潤
い
や
明

日
へ
の
意
欲
と
活
力
に
つ
な
が
る

よ
う
、
心
に
張
り
の
あ
る
、
快
適
で

楽
し
く
潤
い
の
あ
る
暮
ら
し
の
実

現
を
め
ざ
し
ま
す

�
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
充
実
に
よ

　

る
生
活
習
慣
病
の
予
防
活
動

　
�
食
育
の
推
進

�
文
化
活
動
の
推
進

�
図
書
館
の
機
能
強
化

　
�
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
の
導
入

�
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
普
及
・
推
進

　
�
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
・

　
　

運
営
支
援

�
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商
品
開
発
や
ブ
ラ

　

ン
ド
化
の
推
進

�
公
園
整
備

　
�
島
津
公
園（
池
の
土
砂
撤
去
・
護
岸
等
）

上
富
良
野
町
に
は
、
人
や
モ
ノ
、
恵

ま
れ
た
自
然
や
培
わ
れ
て
き
た
歴

史
、
伝
統
な
ど
、
様
々
な
地
域
の
宝

が
あ
り
ま
す　

そ
れ
ら
の
宝
の
個
性

や
特
性
に
応
じ
て
、
日
々
の
生
活
や

活
動
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
暮
ら
し
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す

町
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
上
富
良

野
と
つ
な
が
り
を
持
つ
す
べ
て
の
人

が
、
自
ら
の
誇
り
に
よ
り
、
ま
ち
の

良
さ
や
暮
ら
し
や
す
さ
を
守
り
、
さ

ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
暮
ら
し
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す

�
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
�
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
準
備
委
員
会

　
　

の
設
置

　
�
広
報
か
み
ふ
ら
の
・
防
災
か
み
ふ
ら
の
・

　
　

出
前
講
座
・
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

　
　

る
情
報
共
有

　
�
わ
か
り
や
す
い
予
算
説
明
資
料
の
全
戸

　
　

配
布

�
広
聴
活
動
の
充
実

　
�
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
・
ま
ち
づ
く
り

快
適
で
楽
し
く

潤
い
の
あ
る
暮
ら
し

３

地
域
の
宝
を
守
り
・
育
み
・

活
用
で
き
る
暮
ら
し

４

誇
り
と
責
任
・
役
割
を

分
か
ち
あ
え
る
暮
ら
し

５
�
農
業
後
継
者
・
商
工
業
後
継
者
へ
の
担
い

　

手
サ
ポ
ー
ト
奨
励
金
制
度
の
創
設

�
富
良
野
・
美
瑛
広
域
観
光
事
業
等
に
よ
る

　

観
光
客
誘
致

�
花
と
炎
の
四
季
彩
ま
つ
り
等
へ
の
支
援

�
吹
上
保
養
セ
ン
タ
ー
の
整
備

�
町
営
住
宅
の
整
備

　
�
富
町
団
地
町
営
住
宅
の
建
替
え
整
備

　
�
火
災
警
報
器
設
置

�
移
住
対
策
の
促
進

　
　

ト
ー
ク
・
町
長
と
語
ろ
う
の
開
催

�
陸
上
自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯
地
の
現
状
規

　

模
堅
持
に
向
け
た
要
請
活
動
の
展
開

�
富
良
野
広
域
連
合
へ
の
負
担

�
税
収
等
の
確
保

　
�
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置
条
例
の
有

　
　

効
活
用
と
適
正
運
用

�
行
財
政
の
効
率
運
営

　
�
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
効
率
的
な
行

　
　

政
運
営
の
推
進

　
�
町
有
財
産
の
有
効
活
用

　
�
行
政
評
価
制
度
の
試
行

　
�
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
の
実
施

　
�
新
た
な
行
革
計
画
の
策
定

各
事
業
の
詳
細
は
「
わ
か
り
や
す
い

予
算
説
明
資
料
」
に
掲
載
し
、
４
月　
２５

日
発
行
の
広
報
お
知
ら
せ
版
と
併
せ

て
配
布
し
ま
す
。



自
主
財
源

�
町
が
自
ら
収
入
で
き
る
お
金

３１.２％

依
存
財
源

�
国
や
北
海
道
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
割
り
当
て
ら
れ
る
お
金

６８.８％

自主財源　２０億６,０４７万円
依存財源　４５億５,０５３万円

６６億１,１００万円
（前年比較 △ ７.６％）

地方交付税　２７億３,６００万円（４１.４％）
　　　　　　　　�使いみちを限定されないお金で、国から
　　　　　　　　　国税の一定割合が交付されます。

町税　　　９億６,７２５万円（１４.７％）
　　　　　　　�町民の皆さんが納めている税金

使用料及び手数料　  １億３,１８６万円（２.０％）
　　　　　　　　�公共施設の使用料やごみ処理手数料など

分担金及び負担金  ４億７,７８１万円（７.２％）
　　　　　　　�保育料や土地改良事業の受益者負担金など

繰入金　１億４,８６７万円（２.２％）
　　　　　　　　�積み立てている基金（貯金）から取り崩した分など【内訳は右下表】

諸収入　２億６,２５３万円（４.０％）
　　　　　　　　�貸付金の元利収入やその他雑入など

繰越金　                         ６,０００万円（０.９％）

財産収入･寄付金　        １,２３５万円（０.２％）

問合せ
　総務課企画財政班
　��６９８０
ホームページ

基金の使いみち取り崩し額区　分

補償金免除繰り上げ償
還経費７,８２０万円減債基金

島津公園整備事業（池
の土砂撤去・護岸等）３,０００万円公共施設整備基金

特
定
目
的
基
金

農地・水・環境保全向
上対策事業３００万円農業振興基金

吹上保養センター温泉
配管敷設替１,２４０万円十勝岳地区振興基金

青少年派遣事業(津市)１９２万円国内外交流推進基金

しろがね土地改良事業
負担分２,０００万円国営土地改良事業負担

基金
児童生徒表彰、子ほめ
事業(発明工夫展表彰)１４万円児童生徒教育振興基金

母子保健事業（妊婦健
康診査等）300万円地域福祉基金

１億４,８６６万
円合　　計

基金（貯金）の取り崩しの内訳

歳入総額歳入総額

（　）は予算構成比

予算額（前年比較） 税　目

４億７,５４０万円（△３,４３５万円）町　民　税

３億９,３８１万円（△  ９５０万円）固定資産税

７,２４０万円（△  ８００万円）た ば こ 税

８６０万円（     △  ４０円）入　湯　税

１,７０４万円（      ３０万円）軽自動車税

９億６,７２５万円（△５,１９５万円）合　計

町税の内訳

広報かみふらの ２００９.４   �

国庫支出金　７億８,５７０万円（１１.９％）
　　　　　　　　�特定の事業に充てるため国から交付され
　　　　　　　　　る補助金や負担金

町債　　　　４億  １４０万円（６.０％）
　　　　　　　　�土木工事など多額の経費を必要とすると
　　　　　　　　　き国や金融機関から借り入れるお金

その他の交付金　２億６,２８０万円（４.０％）

道支出金　　２億１,９７３万円（３.３％）
　　　　　　　　�特定の事業に充てるため北海道から交付
　　　　　　　　　される補助金や負担金

地方譲与税　１億４,４９０万円（２..２％）
　　　　　　　　�国税として徴収したものを一定の基準で
　　　　　　　　　国から町へ譲与されるお金

金　額区　分

５億７,９９７万円財政調整基金【突発的な災害や緊急時に備えたり
年度間のお金の不均衡を調整するもの】

２億  ５７２万円減債基金【借金の返済の増加に備えるもの】

３億  ３９０万円公共施設整備基金特
定
目
的
基
金

【
特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て

　

る
も
の
】

７,０９４万円農業振興基金
８,６７０万円十勝岳地区振興基金
８,５３０万円国内外交流推進基金

２億  １８８万円国営土地改良事業負担基金
１,０７０万円児童生徒教育振興基金

１億７,３８４万円地域福祉基金
１,０５０万円ラベンダーの里ふるさと応援基金

１７億２,９４５万円合　　計

町の貯金 基基 金金
平成２１年度末予定

平
成
平
成　

年
度
年
度

２１２１

一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算

http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp



うち給与費
８,６４０万円

うち給与費
３億６,２４９万円

うち給与費
１億６,０１２万円

うち給与費
１億  １１８万円

うち給与費
１億    ５６万円

うち給与費
１億４,２４９万円

うち給与費
２,５３１万円

うち給与費
２,６２２万円

給与費合計　１０億  ４７７万円（前年比較０.６％減）
�上記の予算額には、給与費が含まれています。

６６億１,１００万円
（前年比較 △ ７.６％）

土木費 １１億６,６４７万円（１７.６％）土木費　　１１億６,６４７万円（１７.６％）
　　　　　　　�道路、河川、公園、公営住宅など

予算額事業内容

４４２万円妊婦健康診査の公費負担拡充
（３回→１４回助成）

２０２万円配食サービスの利用料軽減対策
（１食当たり７００円→４５０円）

１８９万円発達支援センター職員体制の強化対策
（１名増）

５００万円生産振興補助の創設（奨励作物振興補助
の拡充）

１４４万円農業・商工業後継者対策（担い手サポー
ト奨励補助）

２６万円協働のまちづくり推進対策

４９７万円町営住宅火災警報器設置

１５０万円既存住宅耐震改修補助

８０万円新学習指導要領への円滑移行に向けた
小・中学校学習活動交付金の創設

７５０万円上富良野小学校耐震診断

１３０万円ゲートボール場大型東屋新築

 主な「政策調整枠」事業
　　　　　�町長の政策判断により予算化した事業

歳出総額歳出総額

金　額区　分

８２億８,９５９万円一 般 会 計

６億５,６４０万円簡易水道事業
特
別
会
計

２９億２,２３６万円公共下水道事業

６,５５２万円ラベンダーハイツ事業

３,２６１万円病院事業企
業
会
計 ７億２,８８７万円水道事業

１２６億９,５３５万円合　　計

町の借金 町町 債債
平成２１年度末予定

（　）は予算構成比

防衛省関係補助金等
【一般会計分】
総額４億９,４１９万円

　町に自衛隊駐屯地や演習場があることにより交
付されています。歳入の国庫支出金及びその他の
交付金に含まれています。

�調整交付金事業（一般会計分）
　　道路側溝整備（富原地区・北１８号）　　９００万円
　　町道改良舗装（東町４丁目３番通り）

３,８６０万円
　　教育用コンピュータ整備（東中中学校）

３４０万円
　　除雪重機（ショベル）購入　　　　   ２,１００万円
　　社教センターボイラー更新　　　　  ９００万円
�民生安定施設整備事業
　　演習場周辺農業用施設設置助成（農業用機械）
　　　　　　　　　　　　　　　          ８,３１２万円
　　北１９号道路改良舗装                       ２,８９９万円
�防音事業
　　東中中学校講堂防音復旧                   ８３４万円
�障害防止事業
　　北２４号排水路支線整備　　　         　 ８,９３８万円
　　ヌッカクシフラノ川支流整備          １,２６３万円
　　東１線排水路整備　　　　       　   ９,５８９万円
�上富良野演習場障害防止事業
　　南部地区土砂流出対策　　              ９,２０６万円
�防音事業関連維持費
　　騒音防止対策事業関連維持費（保育所･小学
　　校･中学校）　　　　　　　　　  　     ２７８万円

�  広報かみふらの ２００９.４

公債費 １０億６,９４２万円（１６.２％）公債費　　１０億６,９４２万円（１６.２％）
　　　　　　　�町が借りたお金の返済など

民生費 ９億８,２９９万円（１４.９％）民生費　　９億８,２９９万円（１４.９％）
　　　　　　　�高齢者、障がい者、子育て支援など

農林業費 ８億６,６２２万円（１３.１％）　８億６,６２２万円（１３.１％）
　　　　　　　�農林業振興、農業委員会活動など

衛生費 ７億５,７８５万円（１１.５％）　　７億５,７８５万円（１１.５％）
　　　　　　　�ごみ処理、上水道、健康管理など

商工費　　１億９,９５４万円（３.０％）
　　　　　　　�商工業、観光、企業誘致など

議会費　　       ７,９６２万円（１.２％）
　　　　　　　�議会運営、議会だより発行など

予備費　　       ２,０００万円（ ０.３％）

諸支出金　　      ９４１万円（ ０.１％）
　　　　　　　�教員･職員住宅建設に伴う返還金など

労働費　　         ６８１万円（ ０.１％）
　　　　　　　�労働者育成など

消防費　　　　　　 ０円（ ０％）
※平成２１年度からは富良野広域連合会計で計上

教育費　　４億６,２３８万円（７.０％）
　　　　　　　�学校、スポーツ、文化振興など

総務費 ９億９,０３０万円（１５.０％）総務費　　９億９,０３０万円（１５.０％）
　　　　　　　�全般的な行政経費、交通安全など安全など



歳
入
の
特
徴

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、　

億
1
千　

万

66

100

円
で
、
前
年
対
比
7
・
6
％
の
減（
5
億
4
千

　

万
円
減
）と
な
り
ま
し
た
。

100
　

し
か
し
、
こ
れ
は
畜
舎
増
設
な
ど
の
施
設

整
備
を
行
う
国
の
「
畜
産
担
い
手
育
成
総
合

整
備
事
業
」
の
大
幅
減
や
「
中
の
沢
排
水
路

整
備
事
業
」
の
完
了
が
主
な
要
因
で
あ
り
、

そ
れ
ら
を
除
く
と
実
質
的
に
は
、
前
年
対
比

0
・
5
％
の
増（
3
千　

万
円
増
）で
、
前
年

700

度
と
ほ
ぼ
同
額
の
予
算
規
模
と
な
っ
て
い
ま

す
。

歳
出
の
特
徴

前
年
よ
り
７
・
６
％
減　

し
か
し

実
質
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額　
　

広報かみふらの ２００９.４   �

　

本
年
度
の
予
算
の
特
徴
は
、
歳
入（
収
入
）

で
は
、
国
の
方
針
で
あ
る
生
活
防
衛
の
た
め

の
緊
急
対
策
に
基
づ
き
、
実
質
的
な
地
方
交

付
税（
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
額
を
含
め

た
も
の
）約
９
千　

万
円
の
増
を
見
込
ん
で

５００

い
ま
す
が
、
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
、
前

年
度
よ
り
約
５
千　

万
円
の
減
と
な
る
な
ど

２００

一
般
財
源（
町
が
自
由
に
使
え
る
お
金
）と
し

て
は
減
少
傾
向
で
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

臨
時
財
政
対
策
債

　

国
か
ら
地
方
へ
交
付
す
る
地
方
交
付
税

の
財
源
が
国
で
不
足
し
た
場
合
、
地
方
交

付
税
を
減
ら
し
、
そ
の
穴
埋
め
と
し
て
、
地

方
公
共
団
体
自
ら
に
地
方
債（
地
方
公
共
団

体
が
必
要
な
財
源
を
調
達
す
る
た
め
の
借

金
）を
発
行
さ
せ
る
制
度
。

　

地
方
公
共
団
体
が
借
金
を
す
る
形
を
と

り
ま
す
が
、
そ
の
償
還（
返
済
）に
要
す
る

費
用
は
、
後
年
度
の
地
方
交
付
税
で
交
付

さ
れ
る
た
め
、
実
質
的
に
は
地
方
交
付
税

の
代
替
財
源
。
自
治
体
の
責
任
と
判
断
に

よ
り
発
行
さ
れ
ま
す
。

　

歳
出（
支
出
）で
は
、
導
入
か
ら
３
年
目
と

な
る
「
予
算
枠
配
分
方
式
」
を
徹
底
す
る
な

ど
、
引
き
続
き
「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
各

事
務
事
業
の
評
価
や
点
検
を
行
い
、
一
層
の

効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
、
経
済
情
勢
・
雇
用
情
勢
が
極

め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
共

事
業
等
の
投
資
的
事
業
に
つ
い
て
、
一
般
財

源
で
前
年
度
比　

%
程
度
の
増
を
図
る
こ
と

１２

で
、
事
業
費
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

投
資
的
事
業

　

主
に
公
園
や
道
路
の
整
備
と
い
っ
た
、

社
会
基
盤
整
備
の
た
め
に
行
わ
れ
る
事
業
。

▼
主
な
投
資
的
事
業（
新
規
分
）

�
北　

号
道
路
整
備
実
施
設
計

１９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
千　

万
円

８３２

�
東
町
４
丁
目
３
番
通
り
改
良
舗
装

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
千　

万
円

２９７

予
算
の
中
身
を

予
算
の
中
身
を

も
っ
と
知
ろ
う

も
っ
と
知
ろ
う

�
人
道
跨
線
橋
改
築　
　
　
　

１
千　

万
円

４５０

予
算
枠
配
分
方
式

　

各
課
に
予
算
枠
を
設
定
し
た
中
で
、
各

課
が
事
業
の
優
先
度
や
必
要
度
に
応
じ
、

主
体
的
に
判
断
し
て
予
算
額
を
積
み
上
げ

て
い
く
方
式
。
こ
れ
に
よ
り
、
職
員
一
人

ひ
と
り
が
経
営
意
識
を
持
ち
な
が
ら
「
歳

入
に
見
合
っ
た
歳
出
予
算
の
編
成
」
が
で

き
、
経
費
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
従
来
は
、
予
算
の
一
律
削
減
の
中
で
、
各

　

課
が
事
業
に
必
要
な
金
額
を
積
み
上
げ

　

て
計
算
し
、
理
事
者
・
財
政
部
門
の
査
定

　

を
受
け
て
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
ま
し

　

た
。

緊
急
雇
用
創
出
対
策
の
た
め
の
経
費（　

万
６２７

円
）を
計
上
し
ま
し
た
。

平成２０年度畜産担い手育成総合整備事業に
よる高度化処理施設(平成２１年３月完成)
※家畜(豚)のふんを堆肥にする施設

現在の東町４丁目３番通り現在の人道誇線橋



�
配
食
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
軽
減
対
策（
１
食

　

あ
た
り　

円�
　

円
）　　
　
　
  　

万
円

７００

４５０

２０２

�
妊
婦
健
康
診
査
公
費
負
担
の
拡
充（
３
回

　
�
　

回
助
成
）　　
　
　
　
　
　
  　

万
円

１４

４４２

�
新
学
習
指
導
要
領
移
行
準
備
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
円

３５１

�
小
中
学
校
校
舎
耐
震
診
断　

１
千　

万
円

７９４

　

ま
た
、
平
成　

年
度
予
算
で
は
、
町
長
の

２１

政
策
判
断
の
も
と
予
算
化
で
き
る
「
政
策
調

整
枠
事
業
」（
９
ペ
ー
ジ
左
上
表
参
照
）を
は

じ
め
、
時
代
の
要
請
に
応
え
る
事
業
、
自
治

基
本
条
例
の
理
念
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の

基
礎
と
な
る
事
業
に
重
点
を
お
い
て
い
ま

す
。

　

更
に
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
教
育
を

含
め
た
子
育
て
支
援
や
福
祉
施
策
を
充
実
す

る
た
め
の
予
算
措
置
も
重
点
的
に
行
い
ま
し

た
。

将
来
の
負
担
の
軽
減
の
た
め
に

�  広報かみふらの ２００９.４

　

町
で
は
、
予
算
枠
配
分
方
式
の
徹
底
や
行

財
政
改
革
の
成
果
な
ど
に
よ
り
、
財
政
調
整

の
た
め
の
基
金
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
収

支
均
衡
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
将
来
の
財
政
負
担
の
軽
減
対
策
に

向
け
て
、
次
の
２
点
を
行
い
ま
す
。

�
高
金
利
地
方
債
の
繰
り
上
げ
償
還
の
実
施

　
　
　

効
果
額（
全
会
計
）１
億
７
千　

万
円

３１６

▼
時
代
の
要
請
に
応
え
る
事
業

�
駐
屯
地
削
減
対
策
経
費　
　
　
　
　

万
円

１００

�
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
地
球
温
暖

　

化
対
策
市
町
村
推
進
計
画
策
定　
　

万
円

９２６

▼
教
育
・
子
育
て
・
福
祉
施
策
の
充
実

�
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
事
業
の
拡
充（
障
が
い

　

児
日
中
一
時
預
か
り
、
発
達
支
援
セ
ン

　

タ
ー
職
員
体
制
充
実
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

　

外
構
整
備
等
）　　
　
　
　
　
　
  　

万
円

７７８

�
町
営
住
宅
建
設
事
業
の
地
方
債
発
行
を
抑

　

制　
　
　
　
　
　
　

抑
制
額
４
千　

万
円

５７０

　

本
年
度
は
、
自
治
基
本
条
例
の
施
行
と
あ

わ
せ
て
、
第
５
次
上
富
良
野
町
総
合
計
画
の

ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
す
。「
協
働
」
を
全

町
民
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
四
季
彩
の
ま

ち
・
か
み
ふ
ら
の
〜
風
土
に
映
え
る
暮
ら
し

の
デ
ザ
イ
ン
」
の
実
現
に
向
け
て
、
各
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
安
定
し
た
財
政
基
盤
の

確
立
が
重
要
で
す
。
引
き
続
き
、
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
事
業

�
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
費　
　
　

万
円

２６

�
自
治
活
動
奨
励
事
業
補
助
の
拡
充

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
円

１００

�
島
津
公
園
の
池
の
土
砂
撤
去
・
護
岸
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
千　

万
円

５００

�
運
動
公
園
芝
生
改
修　
　
　

２
千　

万
円

４３６

�
吹
上
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
配
管
敷
設
替

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
千　

万
円

２４０

�
町
営
住
宅
火
災
警
報
器
設
置　
　
　

万
円

４９７

�
総
合
流
域
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
円

６０３

�
従
来
の
奨
励
作
物
奨
励
補
助
を
拡
充
し
た

　

生
産
振
興
補
助
の
創
設　
　
　
　
　

万
円

５００

�
農
業
・
商
工
業
の
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
奨
励

　

補
助
制
度
の
創
設　
　
　
　
　
　
　

万
円

１４４

�
既
存
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助
制
度
の
創
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

万
円

１５０

繰
り
上
げ
償
還
に
よ
る
効
果
と
は

　

国
な
ど
か
ら
借
り
て
い
る
借
金
の
繰
り

上
げ
償
還
を
す
る
に
は
、
今
後
支
払
う
べ

き
利
子
の
相
当
分
を
補
償
金
と
し
て
支
払

う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成　

〜　
１９

２１

年
度
ま
で
は
、
高
金
利（
年
利
５
％
以
上
）

の
借
金
に
つ
い
て
補
償
金
の
免
除
が
認
め

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
繰
り
上
げ
償
還
や
低

金
利
の
資
金
へ
借
り
換
え
を
行
い
ま
す
。

自治活動奨励事業補助による地域安全パト
ロール用防寒ロングコート(旭住民会)

富町団地町営住宅(平成２１年３月完成)

配食サービスボランティア
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１
週
間
単
位
の
授
業
時
数
が
全
学
年
と
も

１
時
間
増
加
し
ま
す
。

　

１
年
生
が　

時
間
、
２
年
生
が　

時
間
、

２４

２５

３
年
生
が　

時
間
、
４
〜
６
年
生
が
各　

時

２7

２８

間
に
な
り
ま
す
。

�
増
え
た
１
時
間
は
、
低
学
年
は
算
数
と
体

　

育
に
、
中
・
高
学
年
は
算
数
と
理
科
に
充

　

て
ら
れ
ま
す
。

�
算
数
と
理
科
に
は
、
増
加
し
た
時
数
で
扱

　

う
内
容
の
補
助
教
材
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

　

全
体
で
の
授
業
時
数
は
変
化
あ
り
ま
せ
ん

が
、
教
科
に
よ
っ
て
配
分
時
間
が
変
わ
り
ま

す
。

　

１
年
生
で
は
、
年
間
で
数
学
が　

時
間
増

３５

え
、
そ
の
分
、
選
択
教
科
・
総
合
的
な
学
習

の
時
間
が　

時
間
減
り
ま
す
。

３５

　

ま
た
、
３
年
生
で
は
、
理
科
が　

時
間
増

２５

　

上
富
良
野
中
学
校
野
球
部
は
、
３
月　

日
２０

か
ら　

日
ま
で
、
千
葉
県
柏
市
で
開
催
さ
れ

２２

た
第　

回
全
国
中
学
生
軟
式
野
球
大
会
に
出

１０

場
し
、
全
国
各
地
区
の
選
抜
大
会
を
勝
ち
進

ん
だ　

チ
ー
ム
で
、
全
国
大
会
優
勝
と
第
９

１５

回
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
中
学
生
軟
式
野
球
大

会
の
出
場
を
懸
け
、
熱
戦
を
く
り
広
げ
ま
し

た
。

え
、
そ
の
分
選
択
教
科
・
総
合
的
な
学
習
の

時
間
が　

時
間
減
り
ま
す
。

２５

�
配
分
時
間
が
増
え
た
数
学
・
理
科
に
は
、

　

増
加
し
た
内
容
の
補
助
教
材
が
配
布
さ
れ

　

ま
す
。

　

道
徳
で
は
、
新
た
な
副
読
本
や
体
験
活
動

な
ど
を
活
用
し
、
そ
の
指
導
の
充
実
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
勤
労
」「
基
本
的
生

活
習
慣
」「
社
会
生
活
で
の
き
ま
り
」「
人
間

と
し
て
、
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」
な
ど
を

重
視
し
、
道
徳
の
時
間
を
要
と
し
て
学
校
の

全
教
育
活
動
を
通
し
て
指
導
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

※
平
成　

年
度
か
ら
も
さ
ら
に
一
部
授
業
時

２２

　

数
や
内
容
が
増
加
し
ま
す
。

　

上
富
良
野
中
学
校
野
球
部
は
、
地
元
柏
市

の
「
千
葉
マ
リ
ー
ン
ズ
」
と
の
１
回
戦
で
は

延
長
戦
の
末
、
３
対
２
で
劇
的
な
勝
利
を
収

め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
福
岡
県
代
表
の
「
福
岡
選
抜
」

と
の
２
回
戦
で
は
、
２
対
４
で
惜
敗
し
、
２

回
戦
突
破
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

上
富
良
野
町
か
ら
応
援
に
駆
け
つ
け
た
保

護
者
や
有
志
、
関
東
圏
に
在
住
の
方
や
野
球

部
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
声
援
の
中
、
日

新新 
学学
習
指
導
要
領
が

習
指
導
要
領
が

一
部
先
行
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

　
 
一
部
先
行
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

問合せ問合せ
教育振興課学校教育班教育振興課学校教育班
����66996699

学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
、
小
学
校
は
平
成　

年
度
、
中

２３

学
校
は
平
成　

年
度
か
ら
完
全
実
施
と
な
り
ま
す
。

２４

そ
れ
に
向
け
て
、
町
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
平
成　

年
度

２１

か
ら
一
部
先
行
実
施
が
始
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

小
・
中
学
校
共
通
に

中
学
校
で
は

小
学
校
で
は

上
富
良
野
中
学
校
野
球
部

上
富
良
野
中
学
校
野
球
部

全
国
大
会
出
場

　

全
国
大
会
出
場

頃
の
練
習
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
雪

国
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
乗
り
越
え
て
、

北
海
道
代
表
と
し
て
１
勝
を
あ
げ
た
こ
と
は

選
手
た
ち
の
大
き
な
誇
り
で
あ
り
、
野
球
部

の
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

野
球
部
顧
問
の
籔
内
教
諭
は
「
全
国
大
会

に
出
場
し
、
１
勝
で
き
た
の
も
町
民
の
方
々

の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
す
。」と
、

感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

教育振興課では「早ね早おき朝ごはん運動」を推進しています
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学
び
た
い
テ
ー
マ
を
公
民
館
講
座
と
し
て

自
主
企
画
す
る
団
体
等
に
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者　

町
内
に
居
住
し
、
自
主
的
に

　

講
座
の
企
画
運
営
を
行
う
方

補
助
事
業　

自
主
企
画
す
る
公
民
館
講
座
で

　

５
名
以
上
の
参
加
者
を
募
る
こ
と

補
助
限
度
額　

１
事
業
に
つ
き
、
講
師
謝
金

　

に
対
し
２
万
円
を
限
度
と
し
て
、
予
算
の

　

範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

　

４
月　

日（
月
）〜
５
月
８
日（
金
）

２０

※
教
育
振
興
課
社
会
教
育
班（
社
会
教
育
総

　

合
セ
ン
タ
ー
）に
備
え
て
あ
る
申
込
書
に

　

記
入
し
、
提
出
く
だ
さ
い
。

　

演
劇
鑑
賞
・
音
楽
鑑
賞
等
の
公
演
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業
を
自
主
企
画
す
る
団
体
等

に
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者　

町
内
に
居
住
し
、
自
主
的
に

　

公
演
等
の
企
画
運
営
を
行
う
５
名
以
上
の

　

団
体

補
助
事
業　

自
主
企
画
す
る
演
劇
鑑
賞
・
音

　

楽
鑑
賞
等
の
公
演
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事

　

業
補
助
限
度
額　

１
事
業
に
つ
き
、
対
象
経
費

　

の
２
分
の
１
以
内
、　

万
円
を
限
度
と
し

１０

　

て
予
算
範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

　

４
月　

日（
月
）〜
５
月
８
日（
金
）

２０

※
教
育
振
興
課
社
会
教
育
班（
社
会
教
育
総

　

合
セ
ン
タ
ー
）に
備
え
て
あ
る
申
込
書
に

　

記
入
し
、
提
出
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
い
し
ず
え
大
学
講
座（
前
期
３

回
、後
期
３
回
）を
道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座

と
し
て
公
開
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
登
録
し
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
前
期
講
座
】

�
「
高
齢
者
の
交
通
安
全
」

　
　

日
時　

５
月　

日（
金
）

２２

　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分　

１０

３０

１１

３０

�
「
ガ
リ
レ
オ
が
見
た
宇
宙
」

　
　

日
時　

７
月　

日（
金
）

１０

　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分　

１０

３０

１１

３０

　
　

講
師　

中
西　

靖
男　

氏

�
「
初
心
者
の
太
極
拳
」

　
　

日
時　

８
月
７
日（
金
）

　
　
　
　
　

時　

分
〜　

時　

分　

１０

３０

１１

３０

　
　

講
師　

奈
須
田　

治
枝　

氏

※
会
場
は
、
い
ず
れ
も
社
会
教
育
総
合
セ
ン

　

タ
ー
で
、
受
講
料
は
無
料
で
す
。

　

開
会　

分
前
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

１０

　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
学
び
た
い
」
皆

さ
ん
、
平
成　

年
度
道
民
カ
レ
ッ
ジ
に
登
録

２１

し
、
各
市
町
村
や
教
育
機
関
が
開
催
す
る
講

座
を
受
講
し
ま
せ
ん
か
。

　

登
録
申
込
み
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
登
録
料
は
無
料
で
す
が
、
受
講
す
る
講

座
に
よ
り
有
料
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

　

道
民
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局（
財
団
法
人
北
海

　

道
生
涯
学
習
協
会
）

　
�
０
１
１
‐
２
８
１
‐
６
６
６
４

　

次
の
期
間
、
開
拓
記
念
館
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

開
館
期
間　

　

５
月
２
日（
土
）〜　

月　

日（
土
）

１０

３１

休
館
日

　

５
・
６
・
９
・　

月　

月
〜
金
曜
日
・
祝

１０

　

祭
日

　

７
・
８
月　

月
曜
日
・
祝
祭
日

開
館
時
間　

９
時
〜　

時
１６

入
館
料　
　

無
料

問
合
せ　

公
民
館　
�
�
３
１
５
８

※
団
体
の
利
用
や
開
館
日
以
外
に
利
用
を
希

　

望
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
問
合
せ
く
だ

　

さ
い
。

『
大
人
の
つ
と
め
』

　
　
　
　

江
幌
小
学
校
長　

瀬 
尾 
祐 
二 

　

町
内
で
行
わ
れ
た
小
学
生
の
料
理
教
室
で

の
こ
と
で
す
。
１
〜
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も

た
ち
が
、
栄
養
士
さ
ん
の
指
導
の
も
と
に
、
お

弁
当
と
プ
リ
ン
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

一
番
先
に
手
が
け
た
の
は
、
プ
リ
ン
で
し

た
。
カ
ス
タ
ー
ド
を
入
れ
、
溶
い
た
生
卵
を

プ
リ
ン
カ
ッ
プ
に
入
れ
る
段
階
に
な
り
ま
し

た
。
お
玉
１
つ
と
あ
と
少
し
の
量
が
目
安
で

す
。
８
個
の
カ
ッ
プ
そ
れ
ぞ
れ
に
交
替
で
入

れ
て
い
き
ま
す
。
残
り
３
つ
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
、
２
年
生
の
女
の
子
の
番
に
な
り
ま
し

た
。
手
の
震
え
を
押
さ
え
な
が
ら
、
ひ
と
す

く
い
し
た
手
が
突
然
止
ま
り
ま
し
た
。
す
ぐ

さ
ま
３
つ
の
カ
ッ
プ
に
目
を
や
り
、
も
う
一

度
す
く
い
直
し
て
、
そ
れ
ま
で
と
は
か
な
り

少
な
め
に
自
分
の
カ
ッ
プ
に
卵
を
注
ぎ
ま
し

た
。
お
そ
ら
く
、
同
じ
量
を
注
い
だ
ら
、
あ
と

の
２
人
の
分
が
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と

考
え
た
結
果
の
行
動
だ
と
思
い
ま
し
た
。
最

後
は
栄
養
士
さ
ん
が
８
つ
と
も
同
じ
量
に
な

る
よ
う
に
分
け
て
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

自
分
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
も
不
思
議
で

は
な
い
年
齢
な
の
に
、
こ
の
よ
う
な
判
断
が

で
き
た
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。
こ
の
子
に

は
、
こ
れ
ま
で
に
い
い
学
び
の
機
会
が
あ
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
毎
日
お
手
伝
い
を

し
て
い
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
関
係

が
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
優
し
い
気
持
ち
や
思
い
や
り
の

心
を
子
ど
も
自
ら
表
現
で
き
る
よ
う
に
し
て

あ
げ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
大
人
の
務
め
で
す
。

行
い
方
を
き
ち
ん
と
話
し
て
聞
か
せ
る
こ
と

に
加
え
、
大
人
が
自
ら
お
手
本
を
示
し
た
り
、

体
験
の
場
を
用
意
し
て
あ
げ
た
り
す
る
工
夫

が
学
校
や
家
庭
に
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
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問
合
せ
・
申
込
み

　

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
�
�
５
５
１
１

教育振興課では「早ね早おき朝ごはん運動」を推進しています

　
　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
　
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

開
拓
記
念
館
オ
ー
プ
ン

マ
イ
プ
ラ
ン
・
マ
イ
ス
タ
デ
イ
講

座

募
集
募
集

自
主
企
画
芸
術
鑑
賞
事
業

募
集
募
集

道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座

公
開
公
開

道
民
カ
レ
ッ
ジ
受
講
生

募
集
募
集
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山場の駐屯地削減問題

問
合
せ　

総
務
課
基
地
調
整
室

　
　
　
　
�
�
６
９
８
０

　

政
府
は
、
年
末
に
向
け
、
国
の
防
衛
計
画

の
見
直
し
と
と
も
に
、
次
期
防
衛
力
整
備
計

画
の
策
定
作
業
を
本
格
化
し
て
お
り
、
上
富

良
野
駐
屯
地
の
規
模
を
左
右
す
る
大
き
な
山

場
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
防
衛
計
画
は
、
平
成　

年　

月
、

１６

１２

約　

年
間
の
装
備
の
整
備
目
標
な
ど
を
定
め

１０
た
も
の
で
、
上
富
良
野
駐
屯
地
の
主
力
部
隊

で
あ
る
戦
車
や
火
砲
の
大
幅
削
減
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
で
は
強
い
危
機
感
を
持
ち

富
良
野
地
方
自
衛
隊
協
力
会
と
と
も
に
、
現

状
の
駐
屯
地
の
規
模
が
堅
持
さ
れ
る
よ
う
要

望
活
動
を
は
じ
め
、
総
決
起
大
会
や
署
名
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

北
海
道
の
全
自
治
体
で
組
織
す
る
「
北
海

道
自
衛
隊
駐
屯
地
等
連
絡
協
議
会
」
で
は
、

北
海
道
自
衛
隊
の
体
制
維
持
を
求
め
、
全
道

一
斉
の
署
名
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
は
、
全
道
の
中
で
当
町
に
最
も

影
響
が
及
ぶ
た
め
、
町
で
も
自
衛
隊
協
力
会

団
体
の
協
力
を
得
て
、
署
名
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

署
名
は
４
月
末
ま
で
、
場
所
は
役
場
・
商

工
会
・
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
上
富
良
野
支
所
で
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

上
富
良
野
駐
屯
地
の
隊
員
は
約
２
千
人
、

こ
の
う
ち
町
内
に
住
ん
で
い
る
方
は
約
１
千

　

人
で
、
町
の
人
口
の
約　

％
を
占
め
て
い

５００

１２

ま
す
。
こ
の
割
合
は
、
全
国
一
高
く
、
そ
の

家
族
を
含
め
る
と
、
町
の
人
口
の
約
３
分
の

１
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
駐
屯
地
部
隊
の
削
減
が
現
実

化
す
る
と
、
人
口
が
減
少
し
、
町
の
崩
壊
に

つ
な
が
る
死
活
問
題
と
な
り
ま
す
。
特
に
、

町
内
消
費
の
約　

億
円
の
う
ち
、
約　

億
円

１３６

４０

が
隊
員
世
帯
に
よ
る
消
費
の
た
め
、
商
業
を

中
心
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
廃
業
な
ど
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
税
金
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
も
大
き
な
影
響
が
及
び
ま
す
。

削
減
は
死
活
問
題

署
名
に
ご
協
力
を
！

昨年１１月開催の中央決起昨年１１月開催の中央決起集会集会

駐屯地開庁記念の観閲行進駐屯地開庁記念の観閲行進

　

し
か
し
、
北
海
道
の
陸
上
自
衛
隊
の
装
備

等
の
見
直
し
は
、
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま

す
。

今後の主な取り組み

　４月１４日（火）　防衛セミナー
　　　　　　　　　１８時３０分～　保健福祉総合センターかみん
　４月２２日（水）　富良野地方自衛隊協力会による中央要望（東京）
　５月１５日（金）　北海道の自衛隊体制維持を求める総決起大会（札幌市）

��全道一斉の要請署名を実施しています ��

３０％

家計消費町の税金

町税の約２４％
約２.４億円（隊員世帯）
約１０.３億円（町税）

全体の約３０％
約４０億円

約１３６億円（町全体）

２４％
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女
性
連
絡
協
議
会
創
立　

周
年
記
念

２０

式
典
が
開
催
さ
れ
、　

名
が
出
席
し
、

１１９

　

周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

２０
　

女
性
連
絡
協
議
会
は
、
中
央
婦
人
会

や
赤
十
字
奉
仕
団
、
商
工
会
女
性
部
、

Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
女
性
部
上
富
良
野
支
所
な

ど
町
内
の
８
団
体（
延
会
員
１
千　

名
）

６９

に
よ
り
構
成
さ
れ
、
各
団
体
の
情
報
交

換
や
相
互
の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
安
川
会
長
か
ら
こ
れ
ま

で
の
感
謝
と
今
後
の
活
動
に
向
け
て
の

決
意
が
述
べ
ら
れ
、
ま
た
３
名
に
功
績

賞
、４
名
に
功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
各
団
体
の
活
性
化
を
図
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

い
き
ま
す
。

３／５

女
性
連
絡
協
議
会

創
立　

周
年
記
念
式
典

２０

　

消
費
者
協
会
で
は
、
地
産
地
消
と
会

員
の
拡
大
を
目
的
に
「
豆
腐
と
パ
ン
づ

く
り
」
を
行
い
、　

名
が
出
席
し
て
、

２１

地
元
産
の
大
豆
を
使
っ
た
豆
腐　

丁
と

８０

パ
ン
５
種
類
約　

個
を
作
り
ま
し
た
。

３００

　

消
費
者
協
会
は
、
昨
年
は
振
り
込
め

詐
欺
注
意
な
ど
の
啓
蒙
活
動
と
併
せ
て

エ
コ
バ
ッ
グ
配
布
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
会
員
は
普
段
か
ら
高
齢
者
が

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
を
促
す
と

と
も
に
、
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
架
空
請
求
７
件
を

２０

は
じ
め
、
訪
問
販
売
な
ど
計　

件
の
相

１２

談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

３／８

地
産
地
消
で

豆
腐
と
パ
ン
づ
く
り

　

３
月
は
、
町
内
の
小
・
中
学
校
、
道

立
上
富
良
野
高
校
で
卒
業
式
、
保
育
所

や
幼
稚
園
な
ど
で
は
修
了
式
、
卒
園
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
に
行
わ
れ
た
東
中
小
学
校
の
卒

１９
業
式
で
は
、
松
井
校
長
か
ら
卒
業
生
３

名
に
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
一
人
ひ

と
り
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
、
卒
業

を
祝
福
す
る
言
葉
や
エ
ー
ル
も
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

在
校
生　

名
に
よ
る
清
流
太
鼓
の
演

１３

奏
や
感
謝
の
言
葉
に
は
、
思
わ
ず
涙
ぐ

む
卒
業
生
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
在
校

生
や
教
職
員
、
保
護
者
に
見
送
ら
れ

て
、
中
学
校
生
活
へ
の
新
た
な
思
い
を

胸
に
校
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

3／19

新
し
い
門
出
を

各
学
校
で
卒
業
式

3／22

寒
さ
を
忘
れ
楽
し
む

湯
喜（
ゆ
き
）ま
つ
り

　

十
勝
岳
温
泉
郷
４
軒
合
同
に
よ
る

「
湯
喜
ま
つ
り
」
は
、
十
勝
岳
温
泉
郷

に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

白
銀
荘
で
開
催
さ
れ
、
今
年
で
７
回
目

と
な
り
ま
し
た
。

　

旭
川
の
お
じ
さ
ん
バ
ン
ド
「
ノ
ー
ス

ウ
ッ
ド
」
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
、
こ
あ

ら
の
会
に
よ
る
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
の
演

奏
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
レ
ー
ス
、
雪
中
宝

探
し
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

が
実
施
さ
れ
、
訪
れ
た
約　

名
の
人
々

１００

は
、
寒
さ
の
中
で
も
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
豚
汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
、
ゲ
ー
ム
な
ど
で
冷
え
た
体
も
温
ま

り
ま
し
た
。
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５
月
か
ら
実
施

障
が
い
児
日
中
一
時
預
か
り

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
�
�
９
９
９
９

　

障
が
い
の
あ
る
児
童
の
活
動
の
場

と
し
て
、
ま
た
家
族
の
方
の
就
労
や

一
時
的
な
休
息
を
目
的
と
し
て
、
町

で
は
５
月
か
ら
「
障
が
い
児
日
中
一

時
預
か
り
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
利
用
す
る
た
め
に
は
、
事

前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

事
業
開
始
日　

５
月
１
日（
金
）

今
年
度
か
ら
取
り
組
み

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

保
健
福
祉
課 
子
育
て
支
援
班

�
�
６
９
８
７

『
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
』
と
は
、
子
育
て
の
援
助
を
受

け
た
い
方
と
子
育
て
の
援
助
が
で
き

る
方
を
対
象
に
し
た
登
録
制
の
事
業

で
、
町
で
は
今
年
度
か
ら
事
業
実
施

に
向
け
た
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
子
育
て
に
つ
い
て

地
域
で
助
け
合
い
、
子
育
て
が
し
や

す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に

行
い
ま
す
。

子
育
て
の
援
助
と
は
…

お知らせ
ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

　

在
宅
福
祉
事
業
と
し
て
行
っ
て
い

る
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、利
用
者
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
４
月
か
ら
利

用
料
を
改
正
し
ま
し
た
。

新
料
金　

１
食　

円
450

対
象
者

　

独
居
又
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
等

で
、
食
事
の
準
備
が
困
難
な
介
護
認

定
者
、
虚
弱
高
齢
者
、
障
が
い
者
等

※
町
税
等
に
滞
納
の
な
い
方

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
班

　
�
�
６
９
８
７

配
食
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
改
正

保
健
福
祉
課 
介
護
保
険
班

　
　
�
�
6
9
8
7

妊
婦
健
康
診
査

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

　
　
�
�
6
9
8
7

　

４
月
１
日
の
受
診
か
ら
妊
婦
健
康

診
査
の
公
費
負
担
が
拡
充
さ
れ
、
一

般
健
康
診
査
受
診
票
の
交
付
が
３
枚

か
ら　

枚
に
な
り
ま
す
。

１４

対
象
者　

上
富
良
野
町
に
住
所
の
あ

　

る
妊
婦（
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

を
受
け
た
方
）

助
成
内
容

①
一
般
の
世
帯　

妊
婦
健
康
診
査
受

　

診
票
を　

枚
交
付

１４

②
世
帯
全
員
が
町
民
税
が
非
課
税
の

　

世
帯
ま
た
は
均
等
割
の
み
課
税
さ

　

れ
て
い
る
世
帯
に
属
す
る
妊
婦　

　

妊
婦
一
般
健
康
診
査
受
診
票　

枚
１４

　

と
超
音
波
検
査
受
診
票
６
枚
交
付

交
付
時
期

�
母
子
健
康
手
帳
交
付
時（
毎
週
火

　

曜
日　

午
前　

時
〜　

時　

分
）

１１

１１

45

�
中
期
妊
婦
相
談
日（
妊
娠　

週
ま

２３

　

で
）

�
後
期
妊
婦
相
談
日（
妊
娠　

週
ま

３２

　

で
）

交
付
方
法　

助
産
師
・
保
健
師
に
よ

　

る
妊
娠
各
期
の
健
康
相
談
時
に
交

　

付
し
ま
す
。

持
ち
物　

印
鑑

問
合
せ　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

　
�
�
６
９
８
７

　

が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

が
ん
検
診

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

　
　
�
�
6
9
8
7

料金対象日程種類

69歳以下 1,500円
70歳以上    750円

30歳以上

５月２８日（木）
6：00～6：30
7：00～7：30
8：00～8：30

胃がん検診

69歳以下 1,000円

70歳以上    500円
40歳以上

５月２８日（木）
6：00～8：30

大腸がん

検診

69歳以下  3,700円
70歳以上  1,850円

子宮がん  20歳以上
乳がん     40歳以上

５月２９日（金）
旭川がん検診センター
7：10出発（バス送迎）

子宮がん
乳がん
同時検診

※　

歳
以
上
は
昭
和　

年
４
月
１
日

７０

１５

　

以
前
生
ま
れ
の
方
で
す
。

※
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
は

　

２
年
に
１
度
の
受
診
が
目
安
で
す
。

問
合
せ
・
申
込
み

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

　
�
�
6
9
8
7

受
診
く
だ
さ
い

変
わ
り
ま
す

公
費
負
担
の
拡
充

申
請
は
お
早
め
に

定
額
給
付
金
の
申
請
手
続
き

定
額
給
付
金
臨
時
対
策
室

　
　
�
�
0
2
5
5

　

定
額
給
付
金
の
申
請
手
続
き
は
、

お
済
み
で
す
か
。

　

４
月　

日
（
月
）
か
ら
は
、
窓
口

１３

で
の
現
金
受
領
方
式
が
始
ま
り
ま

す
。
記
載
例
を
参
考
に
申
請
書（
必

要
書
類
含
む
）を
作
成
し
、
印
鑑
を

持
参
の
う
え
手
続
き
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
金
融
機
関
に
口
座
を
お
持

ち
の
方
は
、
口
座
振
込
方
式
の
申
請

に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

受
付
時
間　

８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１７

３０

受
付
窓
口
・
問
合
せ

　

役
場
１
階　

定
額
給
付
金
臨
時
対

　

策
室　
�
�
0
2
5
5

対
象
者　

小
学
４
年
生
以
上　

歳
未

１８

　

満
実
施
日
・
実
施
時
間

　

毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日

　
　

時
〜　

時

１３

１７

場
所　

子
ど
も
セ
ン
タ
ー

定
員　

当
分
の
間
は
１
名
と
し
ま
す

利
用
料　

費
用
の
１
割

※
申
請
時
の
聴
き
取
り
に
よ
り
障
害

　

程
度
区
分
を
決
定
し
、
そ
の
区
分

　

に
よ
り
利
用
料
が
変
わ
り
ま
す
。

　

例　

区
分
２（
要
介
護
１
）の
方
は

　
　
　

利
用
料
が
１
回　

円
１４８

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
�
�
６
９
８
７

�
保
育
所
や
学
校
の
送
迎

�
保
育
所
の
開
始
前
や
終
了
後
の
預

　

か
り

�
保
護
者
の
病
気
や
急
用
時
の
預
か

　

り

�
冠
婚
葬
祭
時
の
預
か
り

�
他
の
子
ど
も
の
学
校
行
事
や
買
い

　

物
な
ど
の
外
出
時
の
預
か
り
な
ど

　

今
後
、
ま
ず
は
援
助
が
で
き
る
方

の
募
集
を
行
い
ま
す
が
、
詳
し
い
こ

と
は
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
�
�
６
９
８
７
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お知らせ
ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

�
上
富
良
野
小
学
校（
４
月
１
日
付
）

�

校
長

藤
木
友
善（
中
富
良
野
町

立
宇
文
小
学
校
）�

川
田
昌
司（
富
良

教
職
員
人
事

教
育
振
興
課 
学
校
教
育
班

　
　
�
�
6
6
9
9

人
事
異
動

野
市
立
扇
山
小
学
校
）�

古
河
祝
男

（
当
麻
町
立
当
麻
小
学
校
）�

蓼
原
誠

（
旭
川
市
立
東
栄
小
学
校
）�

暮
地
本

千
晶（
旭
川
市
立
緑
ヶ
丘
小
学
校
）�

工
藤
恵
理（
新
採
用
）

　

転
出（
３
月　

日
付
）

３１

�

鈴
木
眞
美（
東
神
楽
町
立
東
聖
小

学
校
）�

並
河
智
恵
子（
富
良
野
市
立

扇
山
小
学
校
）�

川
上
麻
衣
子（
東
川

町
立
東
川
小
学
校
）�

安
田
里
美（
美

瑛
町
立
美
瑛
小
学
校
）

　

退
職（
３
月　

日
付
）

３１

�

校
長　

金
子
俊
明

�
西
小
学
校（
４
月
１
日
付
）

�

佐
藤
睦
子（
愛
別
町
立
愛
別
小
学

校
）�

冨
士
原
か
お
り（
旭
川
市
立
高

台
小
学
校
）

　

転
出（
３
月　

日
付
）

３１

�

村
田
隆
成（
美
瑛
町
立
美
瑛
小
学

校
）�

中
村
恭
子（
美
瑛
町
立
美
瑛
小

学
校
）

�
東
中
小
学
校

　

転
出（
３
月　

日
付
）

３１

�

奥
山
直
樹（
旭
川
市
立
高
台
小
学

校
）

�
江
幌
小
学
校（
４
月
１
日
付
）

�

教
頭　

阿
部
敏
幸（
富
良
野
市
立

布
部
小
学
校
）

　

転
出（
３
月　

日
付
）

３１

�

鈴
木
昌
子（
旭
川
市
立
近
文
第
二

小
学
校
）

�
上
富
良
野
中
学
校（
４
月
１
日
付
）

�
教
頭　

小
林
和
俊（
剣
淵
町
立
剣

※
管
理
職
、新
採
用
、退
職
の
み
の
掲

　

載
で
す
。

�

総
務
課
長　

服
部
久
和（
総
務
課

長
兼
行
財
政
改
革
担
当
兼
総
務
班
主

幹
）�

町
民
生
活
課
長
兼
税
務
班
主

幹　

田
中
利
幸（
町
民
生
活
課
長
兼

収
納
対
策
担
当
）�

産
業
振
興
課
長

　

伊
藤
芳
昭（
産
業
振
興
課
長
兼
農

地
対
策
班
主
幹
兼
農
業
委
員
会
事
務

局
長
）�

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

菊
池
哲
雄（
教
育
振
興
課
社
会
教
育

班
主
幹
）�

建
設
水
道
課
公
園
整
備

担
当
課
長　

菊
地
昭
男（
ラ
ベ
ン

ダ
ー
ハ
イ
ツ
所
長
）�

ラ
ベ
ン
ダ
ー

ハ
イ
ツ
所
長　

大
場
富
蔵（
町
立
病

院
事
務
長
）�

町
立
病
院
事
務
長　

松
田
宏
二（
産
業
振
興
課
農
業
振
興

班
主
幹
）�

総
務
課
総
務
班
主
幹
兼

定
額
給
付
金
臨
時
対
策
室
長　

坂
弥

雅
彦（
広
域
行
政
担
当
）�

総
務
課
車

両
班
主
幹　

斎
藤
和
男（
総
務
課
車

両
班
運
転
技
術
主
査
）�

町
民
生
活

課
総
合
窓
口
班
主
幹　

佐
川
和
正

（
会
計
課
会
計
班
主
査
）�

町
民
生
活

課
収
納
対
策
担
当　

北
川
和
宏（
町

民
生
活
課
税
務
班
主
幹
）�

町
民
生

活
課
自
治
推
進
班
主
幹　

吉
岡
雅
彦

（
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
班
主
幹

町
職
員
人
事

総
務
課 
総
務
班
　
　
�
�
6
4
0
0

兼
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
施
設
長
）�

保

健
福
祉
課
介
護
保
険
班
主
幹
兼
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
施
設
長　

佐
藤

久
美
子（
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
次
長
）

�

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
班
主
幹

兼
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
施
設
長　

真
鍋

浩
二（
教
育
振
興
課
学
校
教
育
班
主

査
）�

産
業
振
興
課
農
業
振
興
班
主

幹　

辻　

剛（
総
務
課
総
合
計
画
策

定
担
当
兼
定
額
給
付
金
臨
時
対
策
室

長
）�

建
設
水
道
課
上
下
水
道
班
主

幹
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
施
設
長　

北
越

克
彦（
町
民
生
活
課
自
治
推
進
班
主

幹
）�
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
次
長　

進
藤
政
裕（
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
主

査
）�

町
立
病
院
副
看
護
師
長　

宮

元
玲
子（
町
立
病
院
主
任
看
護
師
）�

町
立
病
院
副
看
護
師
長　

浦
島
ち
よ

子（
町
立
病
院
主
任
看
護
師
）�
教
育

振
興
課
社
会
教
育
班
主
幹　

水
谷
つ

ね（
建
設
水
道
課
上
下
水
道
班
主
査
）

新
規
採
用（
４
月
１
日
付
）

�

総
務
課　

出
崎
祐
也�

総
務
課　

新
井
沙
季�

教
育
振
興
課　

田
中
悠

翔退
職（
３
月　

日
付
）

３１

�

水
島
雅
夫（
建
設
水
道
課
上
下
水

道
班
主
幹
）�

土
井
紀
三
男（
総
務
課

資
格
審
査
担
当
）�

青
木
紀
八
郎（
総

務
課
車
両
班
主
幹
）��
橋
司
津
子

（
町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班
主
幹
）�

川
鍋
マ
サ
子（
保
健
福
祉
課
介
護
保

険
班
主
幹
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン

富
良
野
広
域
連
合
消
防
本
部

�

消
防
長　

藤
田
三
郎（
上
川
南
部

消
防
本
部
消
防
長
）�

次
長
兼
警
防

課
長　

菊
地　

繁（
富
良
野
地
区
消

防
本
部
次
長
兼
富
良
野
消
防
署
長
）

�

総
務
課
長　

芳
川　

洋（
富
良
野

地
区
消
防
本
部
予
防
課
長
）�

予
防

課
長　

赤
松
広
樹（
上
川
南
部
消
防

本
部
次
長
兼
消
防
課
長
）

上
富
良
野
消
防
署

�

署
長　

三
原
康
敬（
北
消
防
署
長
）

�

管
理
官　

谷
口　

繁（
上
川
南
部

消
防
本
部
総
務
課
長
）�

副
署
長
兼

第
１
消
防
隊
長　

西
川
秋
雄（
北
消

防
署
副
署
長
）�

参
与
兼
第
２
消
防

隊
長　

原　

一
志（
上
川
南
部
消
防

本
部
消
防
課
補
佐
）�

参
与
兼
第
３

消
防
隊
長　

安
井　

盟（
北
消
防
署

副
署
長
）

消
防
本
部
・
消
防
署
人
事

富
良
野
広
域
連
合
消
防
本
部 

　
　
�
�
１
1
1
9

タ
ー
施
設
長
）�

出
澤
順
子（
町
立
病

院
副
看
護
師
長
）

淵
中
学
校
）�

寺
林
恵
子（
富
良
野
市

立
麓
郷
中
学
校
）�

柳
本
亮
介（
浦
幌

町
立
浦
幌
中
学
校
）

　

転
出（
３
月　

日
付
）

３１

�

教
頭　

中
村
勝
治（
比
布
町
立
比

布
中
学
校
）�

杉
村
和
徳（
北
海
道
立

清
水
高
校
）

�
東
中
中
学
校（
４
月
１
日
付
）

�

校
長　

畠
野
克
志（
鷹
栖
町
立
鷹

栖
中
学
校
教
頭
）�

村
田
隆（
名
寄
市

立
名
寄
中
学
校
）�

田
中
秀
平（
豊
富

町
立
庄
内
中
学
校
）�

井
澗
久
美
子

（
旭
川
市
立
北
都
中
学
校
）�

櫻
庭
絢

香（
旭
川
市
立
愛
宕
中
学
校
）

　

転
出（
３
月　

日
付
）

３１

�

校
長　

北
原
義
史（
旭
川
市
立
春

光
台
中
学
校
）�

竹
森
茂
雄（
富
良
野

市
立
樹
海
中
学
校
教
頭
）�

小
野
祥

康（
北
海
道
教
育
大
学
付
属
旭
川
中

学
校
）�

森
田
雅
彦（
鷹
栖
町
立
鷹
栖

中
学
校
）�

長
澤
美
由
紀（
美
瑛
町
立

美
瑛
中
学
校
）
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『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
』
に
向
け
て

自
治
基
本
条
例
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

町
内
会
と
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

互
い
に
支
え
合
い
、
住
み
よ
い
ま
ち

を
作
っ
て
い
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
、
町
に

は　

の
町
内
会
が
あ
り
ま
す
。

１０６

　

ま
た
、
郊
外
の
地
域
で
は
、
農
業

を
営
ん
で
い
る
皆
さ
ん
が
、
農
事
組

合
と
し
て
、
町
内
会
活
動
の
ほ
か

に
、
農
業
者
と
し
て
も
互
い
に
協
力

し
て
い
ま
す
。

　

町
内
会
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
自

主
的
に
組
織
す
る
団
体
で
、
加
入
は

皆
さ
ん
の
自
主
性
に
任
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
は
生
活
し
て
い

る
以
上
、
道
路
を
通
っ
た
り
、
ご
み

を
出
し
た
り
、
地
域
に
何
ら
か
の
か

か
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
犯
罪
が
増
え
て
い
る
中
、

子
ど
も
の
見
守
り
を
行
う
な
ど
、
身

近
な
安
心
は
町
内
会
の
人
に
よ
り

支
え
ら
れ
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

管
理
や
近
所
の
道
路
の
清
掃
な
ど
、

住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
も
ま
た

町
内
会
が
支
え
て
い
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
普
段
の
生
活
の
ほ
と

ん
ど
は
、
町
内
会
に
支
え
ら
れ
て
い

る
と
も
言
え
ま
す
。

活
動
の
例

�
親
睦
行
事
の
開
催 

�
子
ど
も
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
な

　

ど
の
振
興 

�
広
報
等
の
配
布
や
回
覧 

�
生
活
灯
の
設
置
及
び
維
持
管
理 

�
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
及
び

　

管
理 

�
ご
み
の
分
別
収
集
活
動 

�
地
域
環
境
美
化
活
動 

�
自
主
防
災
活
動 

�
地
域
防
犯
活
動 

�
社
会
福
祉
活
動 

�
各
種
募
金
活
動
へ
の
協
力 

�
葬
儀
な
ど
の
互
助
活
動

�
農
村
部
集
会
所
の
維
持
管
理

　

町
に
は
、
各
地
域
の
町
内
会
で
構

成
す
る　

の
住
民
会
が
あ
り
ま
す
。

２５

　

住
民
会
は
、
地
域
の
福
祉
活
動
や

環
境
整
備
活
動
、
住
民
会
対
抗
の
ス

ポ
ー
ツ
交
流
等
へ
の
参
加
や
地
域
内

の
集
会
施
設
の
管
理
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
の
声
を
行
政
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

懇
談
会
を
開
い
た
り
、
行
政
と
の
パ

イ
プ
役
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
基
本
条
例
が
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
治
基
本
条
例
は
、
町
民
が
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
た
も

の
で
、
町
の
「
憲
法
」
と
も
い
え
る

も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
で
は
、「
情
報
共
有
」「
自

助
・
共
助
・
公
助
」「
参
画
と
協
働
」

を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原
則
と
し
て

い
ま
す
。

　

近
年
、
近
所
と
の
付
き
合
い
や
地

域
の
連
帯
感
が
薄
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
高
齢
者

や
子
育
て
に
対
す
る
支
援
、
環
境
問

題
や
防
災
・
防
犯
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
地
域
に
か
か
わ
る
課
題
が
多

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

課
題
解
決
に
は
、
行
政
だ
け
で
対
応

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
は
町
民
と
行
政
が
と
も
に

力
を
合
わ
せ
て
活
動（
協
働
）し
て
い

く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
・
議
会
・
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
補
完
し
合

い
、
町
民
全
体
の
民
主
的
な
町
政
運

町
内
会
活
動
と
は
？

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
『
町
内
会
と
住
民
会
』

問
合
せ　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
５

営
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
は
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
今
後

ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
り
ま

す
。

　

自
治
基
本
条
例
の
詳
し
い
内
容

は
、
３
月
に
配
布
済
み
の
「
保
存
版
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
町
内
会�

　

町
内
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
ご

と
に
規
約
を
定
め
、
役
員
を
置
き
、

加
入
世
帯
か
ら
会
費
を
集
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

�
住
民
会�
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� 浩司さん・香織さんの子 �

 原 田    啓 佑
は ら だ

      くん
け い す け

（３歳8か月）
 赤 川   若 菜
あ か が わ

      ちゃん
わ か な

（１歳9か月）

� 貴則さん・陽子さんの子 �

わが家の
ア�イ�ド�ル

 高 松   
たかまつ

 雄 司   さん
ゆ う じ

　先月号の日向さんからめぐって、高松さんにお
逢いしました。
　『日向さんとは、幼稚園から高校まで同じでし
た。クラスが一緒になったことはなくても、気が
合って、今でも年に数回は飲みに行ったりします。
職場は今４年目で、仕事柄、帰りが遅いときは午前
２時になることもあります。休みの日には、疲れ
を取るため、午前中は寝て過ごすことが多いです。
最近は、職場の仲間とボーリングによく行きます
ね。体を動かすことは好きなんです。今は妻が妊
娠中でつわりもあるため二人で外出する機会は減
りましたが、それまでは映画を観に行ったり、道内
の道の駅を回ったり。函館や新婚旅行で行った熱
海の海岸は、心に残っています。７月に子どもが
生まれる予定なので、これからは育児に協力した
いです。』

昭和５９年生まれ
泉町２丁目

　回収箱は、社会教育総合センター・公民館・役場な
どの公共施設に設置しています。
　回収したリングプルは、６６０�で車椅子等に交換でき
ます。

�平成１８年度には車椅子１台と交換
　し、ラベンダーハイツに寄贈して
　います。
�現在、５００�弱が集まっています。
　

　日ごろのリサイクル活動は、福祉に役立つ活動にも
なっています。皆さんのご協力をお願いします。

問合せ　上富良野の青少年健全育成をすすめる会
　　　　事務局　教育振興課社会教育班��５５１１

毎月第３日曜日は
「道民家庭の日」です

　道民家庭の日は、家族そろって食事を共にする、職
場の行事を控えるなど、家族が団らんする機会を持ち、
その絆を確かなものにする日として提唱しています。
　また、子育てしやすい環境をつくる取り組みを全道
に広げる「道民育児の日」(毎月19日)と連携しながら
普及促進を目指しています。

「道民家庭の日」家族ふれあい協賛店に上富良野町の
施設や商店も賛同しています。優待券もありますの
で、ご家族でご利用ください。

問合せ
　財団法人北海道青少年育成協会　�011-231-6451

リングプル回収にご協力を！

み ん なの 伝 言 板

おおむね２歳から就学前の
お子さんを募集しています

町民生活課自治推進班
��６９８５
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� ‐わかば愛育園‐�

＜生産状況＞
　町内では約４０戸の農家で栽培しており、年間生
産量はおよそ３０ｔです。ハウスで栽培された製品
が３月頃から出回り、次に露地栽培のものが７月
頃まで出回ります。当町のアスパラは軟らかくて
甘味があり、味が良いと評判です。
＜栄養＞
　緑黄色野菜に分類され、カロテンが多く、目の機
能を正常に保ち、皮膚や粘膜を強くする働きがあ
ります。また、貧血の予防に効果のある葉酸を多
く含むことや、ドリンク剤でおなじみのアスパラ
ギン酸を含み、新陳代謝を活発にし、疲労回復に役
立つと言われています。
＜保存と料理＞
　アスパラはビニール袋に入れ、立てて冷蔵庫で
保存します。湿らせたキッチンペーパーなどで包
むとさらに良いでしょう。料理は、ゆでてマヨ

ネーズで食べるのが一般
的ですが、バター焼きや
網焼き、天ぷら、卵とじ、
胡麻あえ、酢味噌あえな
どがあります。

ー上富良野産野菜の紹介ー 上富良野産野菜の紹介 ーー

『グリーンアスパラ』『グリーンアスパラ』

問合せ　保健福祉課
　　　　健康推進班
　　　　��6987

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっここここここここここここここここここここここここここここここギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャララララララララララララララララララララララララララララララリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

『春の野原』 『春の野原』
一 條       真  佑
いちじょう

      くん
し ん す け

（平成１6年生まれ）
� 崎       さくら ちゃん
く ろ さ き

（平成１５年生まれ）

食育の食育の 推推進進

あとは「プラスチック類」の収集袋に入れるだけ。
汚れを取れば、ちゃんとリサイクルされます。
面倒ですが、明日の地球のために、ひと手間を！

目からウウロロココ のごみ出し法
�プラスチックごみ編�

納豆のケースはネバネバだし、
においも臭い…

でも
熱めのお湯で流すだけで…��

��

『納豆のネバネバはこう取れ！』の巻その１

スナック菓子の袋の油は、洗うと乾
かすのが大変です

でも
ぬれた雑巾で拭くだけで…��

��

『スナック菓子の袋の油はこう取れ！』の巻その２



町へ
◎白髭俊穂さん（札幌市）
　　教育振興に10万円
◎中島章一さん・中島あきゑさん　
　　掛け軸（平田鳥閑 氏書）１幅
◎上富良野ライオンズクラブ
　　テレビ１台、テレビ台１台
　　ステージ幕一式
　　図書（児童書）１１７冊
　　吹奏楽器（クラリネット）１管

ラベンダーハイツへ
◎大場利一さん　　車椅子１台
◎三好義幸さん　　10万円
◎上富良野ライオンズクラブ
　　清拭用布　６３０枚

社会福祉協議会へ
◎サッポロビールホップ会　　２万円
◎南田礼子さん　　１万円
◎上富良野ライオンズクラブ
　　シュレッダー２台
◎太田清子さん　　３万円
◎三好義幸さん　　１０万円

たくさんの善意
ありがとうございました

■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
■印刷／�上富印刷

■ご意見・ご感想をお寄せください
　�071-0596
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　　　　大町2丁目2番１１号
　�0167�6９８５　�0167�5362
　http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp
　jichi@town.kamifurano.lg.jp

● 人のうごき ●

平成２１年３月３１日現在
(　)は前月比

(－１２０)12,０７１人人口

(－８８)６,０８０人男

(－３２)５,９９１人女

(－５９)5,３０４世帯世帯
３月１１日　自衛隊入隊予定者激励会

　春は、空気が乾燥し、火災が発生しやすい時期です。火
の取扱には十分注意し、火災の無い明るい町づくりをしま
しょう。
　なお、期間中、夜８時にサイレンを吹鳴しますので、火

の元をもう一度確認してください。

『春の防火ポイント！』
①ゴミ焼き禁止
　一般家庭でのゴミ焼きは法律で禁止されています。
　農林業の例外的焼却は、認められていますが、消防署へ届出が必要で
す。
②タバコの投げ捨て禁止
　道端へのタバコの投げ捨てや入山時の投げ捨てな
どは、野火・山火事となるので絶対にしない。
③可燃物の放置禁止
　住宅や車庫、物置の周囲に可燃物（枯草、紙類など）を放置しない。

『まだ、１４％？』
　これは上富良野町内の住宅用火災警報器の普及率です。（平成２１年２
月現在）
　住宅用火災警報器の設置が法令により義務付けられ、既存住宅（共同
住宅を含む）への設置は、平成２３年５月３１日までとなっています。
　住宅用火災警報器は、火災を未然に防ぐ効果があるので、早期の設置
をお願いします。
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